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（論文内容の要旨） 
 
 世界は膜と空間によって構成されていると言っていい。ひとつの位相においては、皮膚という膜が身
体の内部空間と外部世界を隔てる。また別の位相においては、私たちの身体は他なる身体や物体に手を
伸ばし、それらにぶつかって摩擦を起こし、あるいはそれらとの接触を避けながら、世界という空間の
中を動き回っていく。他者の身体や物体を覆う外膜の内側に何があるのか、その大半はずっと謎である。
私たちは個人として、集団として、相互交流や意思疎通を可能にするためのルールを作り上げていく。 
 
 このように考えると、「タッチ」（接触状態／触ること）が生命にとって不可欠であり、さまざまな位
相において存在と深く関係していることがわかる。生き物は、世界へと手を伸ばして対象に触れること
で、自分の周囲に何があるのかを感じ取る。「タッチ」と「フィーリング」は密接に結びついているのだ。
後者は、前者に伴う「感知」であると定義できる。「タッチ」という行為において感じ取られる何かが「フ
ィーリング」なのだ。 
 
 「タッチすること」「タッチされること」「フィーリング」は、物理的・身体的位相においてだけでな
く、心理的・感情的位相においても生起する。物事に対するエモーショナルな応答を「フィーリング」
として表現する際に、フィジカルな「タッチ」を比喩に使うのは広く一般的である。例えば英語では、
「心臓まで触れられた（being touched to the heart）」「神経に触れる（touch a raw nerve）」などと
言う。 
 
 「タッチ」という多様な概念の全体像を掴みたいという欲求に駆られて、私はこれまでリサーチと作
品制作を実践してきた。本論は、過去10年にわたる探求を言葉でまとめたものだ。私の探求は理性的と
いうより直観的に進められてきたため、本論に対しても同じような態度で臨んだ。結果として、いくつ
かの点において学術的な慣習を破っている。私が目指したのは、「タッチ」をめぐる探求の「正直な」あ
りようを提示することだった。 
 
 本論では、五つの章を通じて、これまでのリサーチを実際の流れに沿って論じた。リサーチの結実と
しての作品自体も議論の対象となっている。考察対象となったのは、以下のような種類の「タッチ」で
  
ある。 
 
第一章：世界へのタッチ 
 好奇心にあふれた子供が、対象を調べるために触ること。見慣れた日用品をいつものやり方で掴むこ
と。私たちの周囲にある事物との物理的・身体的なやりとり。人々はいかに周囲の世界と関わり、いか
に周囲の世界に作用するのか。本章では、このことに対する私の関心を素描した。 
 
第二章：神秘的なタッチ 
 エネルギーやパワーの移動。スピリチュアル・ヒーラーによる接触。事物と事物が接触したとき、受
け渡される何かについて。本章では、このことをめぐるさまざまな思索を考察した。 
 
第三章：慣習的なタッチ 
 握手という形式による慣習的な挨拶。文化的に規定された習慣とタブー。本章では、社会的慣習とし
て許されている／許されていない接触をめぐる探求を記述した。 
 
第四章：心理的なタッチ 
 笑顔の交換。愛情を感じ、表現すること。本章では、心理的・感情的な接触がどのように為されるの
かについて論じた。 
 
第五章：性的なタッチ 
 乳首へのやわらかな口づけ。性的欲望が注ぎこまれた接触。本章では、物理的・身体的な要素と心理
的・感情的な要素を併せ持つものとして、性的な接触のありようを論じた。 
 
 私がこれまで「タッチ」という問題を探求し、精査し、考察してきたのは、ひとりの美術作家として、
創造的表現との関係においてである。私は表現を、内的世界にある何かの外的世界への「転送」として
捉えている。たとえば思考や感情を、外部に存在する何らかの形態へと変換するということ。この変換
過程に「物理的存在としての身体」が介在するということに、私は強い関心を持っている。 
 
 美術作家は、世界に存在する物質を使って美術作品を作り出す。作家の感情や思考は、身体を道具と
して、物質を操作することによって表現される。本論では、作品の生成における物質とのやりとりにつ
いて、私の経験を考察した。 
 
 自覚的にも無自覚的にも、理性的にも直観的にも、表現はなされ得る。思考の介在によってなされる
のが理性的な表現で、衝動と感情に強く駆動されるのが直観的な表現である。「タッチ」というテーマに
より緊密に結びついているのは、直観的な表現の方だろう。私の表現における理性あるいは直感性の度
合いが、作品が獲得する物理的形態にどのように関係するのか。この問題も、本論における考察対象で
ある。 
 
 私はこれまで、「タッチ」を巡るリサーチを進めながら、物理的な「タッチ」と心理的な「タッチ」の
両方について、作品を通じてさまざまに探求してきた。その中で私の表現は、より直観的なものになっ
ていった。本論はその軌跡を辿っていくものである。 
 
  
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論考は過去10年にわたる探求を言葉によってまとめたもので、かつ、理性的というよりも直観的に
リサーチを進めたと著者は言う。その意味において、「学術的な慣習を破っている」と著者自ら認めてい
る本論考は、テーマである「タッチ」をめぐる学位作品と不可分の関係にある創作ノートとしての性格
にこそ、固有の意味と価値を認めるべきものと言える。 
 美術、創造、陶芸、素材・・・に触れる変遷の中で著者が経験してきたことども、発見、主観的な検
証と客観的な参照を通じて、著者は以下の５分類で「タッチ」の分析を試みている。 
  
 世界へのタッチ――子供の好奇心、日用品への日常的な接触。 
 神秘的なタッチ――ヒーラーなどによるエネルギーやパワーの移動 
 慣習的なタッチ――挨拶など、文化的に規定された習慣とタブー 
 心理的なタッチ――愛情の授受と表現 
 性的なタッチ――性的欲望が注ぎ込まれたタッチ 
 
 とりわけ美術作品をめぐって、「見るモノ、見られるモノ」の「触感」を言語化することはけっして容
易な行為ではないし、美術作品の場合のように深い感覚的な次元にこだわればなおさら、共有化も客観
化も決して十全にはなされえない。つまり、本稿から読者が得るものは、「タッチ」への思考と模索を通
じて著者が得た経験をフォローし、その経過を踏まえて、著者の創作表現への理解を深めることであり、
それ以上の知見や知識の獲得にはなかなかつながらない。しかし、だからこそそこに、きわめて未分化
な、いわば生々しいレベルでの創作動機を確認し、そこから表現への昇華へと進んでいく著者の造形作
家としての格闘の軌跡を垣間みる。 
 考えてみれば、造形作家は「もの」を提示することで、見せることで――つまり、実際に作品に触れ
ることでも、言語による触覚の叙述でもないものをとおして――見る者に「タッチ」の追体験を与え、
促し、それが成就すれば作品と観者の関係性は成立したとみなさざるを得ない。こと触覚に関しては、
「もの」や「かたち」や「視覚的に受け止めうること」のほうが、言語よりも能弁であると考えられて
きたとも言える。 
 その意味では、「タッチ」をあえて言語化することはハンディの大きな試みである。 
 「言葉では表せないからものを作る」「言葉では誤解されるからものを見せる」と安全な道を選ぶこと
の多いこの分野で、作家自身がこの難題に取り組んだことは評価される。表出する形を見せることに安
住せず、自己に内在する制作動機とそれを形成する情動とをつまびらかにすることはけっして容易なこ
とではない。しかしそれだけに、客観的な知見ではなく、感覚や主観を根拠とせざるを得ない叙述の頻
出という、論稿として見るならばハンディを内在していることも否定できない。 
 いわばタブーに挑んだからこそつまびらかになった制作動機と、著者（作家）の感覚世界とを言語を
通して垣間みることが鑑賞者にとって僥倖であるとするならば、著者自身も意識しているように、「タッ
チ」という主題を「生きる」ことヘの自己の欲望を惜しみなく開示している本稿は、一つの贈与（ポト
ラッチ）の形として評価される。 
 「タッチ」が二者以上の関係性、個と世界との関係性を前提とした生きる姿勢の、作る姿勢の基盤を
なしていることは言うまでもないことで、その解明にみずからの感覚世界、身体、心理を惜しみなく提
供している著者は、美術作家としての一つの優れた資質を示している。その証左として本論考は評価さ
れる。 
 
  
（作品審査結果の要旨） 
 
 リンダ・デニスは、「タッチ」を巡って作品を作ってきたと述べる、その制作行為は彼女の経歴の初期
では、歴史の中の問題や社会性の強いテーマもその起点にみられたが、徐々に直感的に個人的なこと、
彼女自身の自然な営みのなかから見いだしたことからも制作に結びつけている。更に、論文においては、
制作の経緯を辿りながら作者自らの内的な省察をする傾向を見せている。「タッチ」から導かれることを
検証しながら、自らの経験と自らの感覚の拠り所と云ったものを見いだそうとしている。 
 論文では、タッチを幾つかに分類して考察してきているが、審査の作品は、その内の１項目である「性
的なタッチ（性的欲望による激しい接触）」を巡って制作されたものである。 
 「Third & Second」は映像作品で、作者の個人的経験から性的な対象として意識している特定の自動
車のボディーを自らの指で触れていく手先の様子をビデオカメラで撮影し壁面に投影している。「April 
Twenty Fifth」はその車のボディーの性的に魅惑的と見なしている部分を型取りして、別の素材で作り
替えて中空に浮かしたものである。「January Thirty First」も映像作品で、男娼による性的な愛撫の二
種類の手先の様子を重ねて映し出して１分間の作品にしている。「March Twenty Seventh」は新しい試み
で、音声による作品である。個人的な性的な経験を思い起こしながら自らがハミングするという、作者
自身の音声が他の３作品のある会場に流れる。ここで作者は、『そこに込められた意味を視覚的に読み解
くのではなく、そこに漂う「フィーリング」を感受することを願う』と述べているように、作品一つ一
つでは完結しないでその場で直に感受されるものに意識を向けさせることを企図している。 
 「April Twenty Fifth」の作品において、微妙な色彩の変化が見て取れる素材の選択などから、ある
種の官能的な表現を模索する姿勢が窺える。「March Twenty Seventh」でも、音声を用いるという新たな
展開と方法においても同様の姿勢を見せている。「タッチ」から「フィーリング」というような、たいへ
ん感覚的なことを模索しながら、課程博士学位としても相応しい試みで作品を提示していることを高く
評価するものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者は、「タッチ」（接触／触れている状態／触ること）を巡って作品を制作し発表してきた。申請
者の制作経歴の初期においては、オーストラリアで看護医療にたずさわった経験や自国の歴史の問題、
社会性の強いテーマ等が制作の動機となっていたが、徐々に記憶の深部に残る個人的な「タッチ」にま
つわる事がらが、制作の動機となりテーマとなって行った。  
 申請論文は、「タッチ」という触覚概念の切り口から、芸術表現というテーマにアプローチしたもので、
生きた命を注ぎ込む力ともなる「タッチ」を「世界へのタッチ」、「神秘的なタッチ」、「習慣的なタッチ」、
「心理的なタッチ」、「性的なタッチ」の５章から論考が展開された。 
 審査の作品「Third & Second」は、映像作品で申請者の個人的経験からセクシュアルな対象として意
識されているセリカの車体を指で触れていく映像が壁面コーナーに投影されていた。「April Twenty 
Fifth」は、その車種ボディーのサイド部分が型取され、微妙な色彩の変化をもつラバーに置き換えられ
て中空に吊り下げられた立体作品。「January Thirty First」は、愛撫する手先の様子を重ねて映し出す
映像作品。「March Twenty Seventh」は個人的なタッチの経験を思い起こしながら自らがハミングする音
声による音響作品。ハミングの音声が流れる審査展会場は、「そこに込められた意味を視覚的に読み解く
のではなく、そこに漂うフィーリングを感受することを願う」と申請者が述べるように、直裁に五感に
感受される官能的な表現として構成されていた。 
 審査会では、これまでの一連の創作活動を踏まえて提出された申請者の論文と作品が、独自の地平を
切り開いたものであり、課程博士学位を認めるに相応しい優れたものであるという評価で全員一致した。 
  
 「タッチ」から「フィーリング」におよぶ感覚的な領域での創造に意義を見いだす申請者の今後の展
開に大いなる期待を寄せたい。 
 
 
